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東海第二発電所の手動停止の原因と対策について 

 
当社、東海第二発電所（沸騰水型軽水炉；電気出力１１０万キロワット）は、非常用デ

ィーゼル発電機等への燃料（軽油）貯蔵タンクの基礎周辺から軽油のにじみが確認され、

同タンクの詳細点検を行うこととしました。これらの作業は非常用ディーゼル発電機の

機能に影響を及ぼすことから、７月１２日２３時００分に原子炉を手動停止しました。 
（平成９年７月１１日発表済） 
 
点検の結果、当該タンク底板に微小な孔（直径約１ｍｍ）が１カ所確認されました。タ

ンク底板を取り外し調査を行ったところ、同タンク底板下部に浸入した雨水により、同

底板が腐食・貫通したものと推定されます。このため、タンク底板の取替えを行うとと

もに、タンク底板下部に雨水が浸入し難く、防水性の高い構造に変更することとしまし

た。 
今後、これらの対策を行い、当該タンクの健全性を確認した後、原子炉の運転を再開す

る予定です。また、資源エネルギー庁による国際原子力事象評価尺度（ＩＮＥＳ）暫定

評価では、レベル０－とされています。 
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